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1 「つくる」編 
 
1.1 インストールする 
 
1.1.1 BIOSの設定確認 
 
＜USB メモリから起動の場合＞ 
・パソコン電源投入時に「F2」キーを押して（連打して）BIOSセットアップ画面を表示させる。 
・起動順位の表示されているタブを探す（英語表記の可能性が高い） 
・起動順位を「本体のハードディスク」よりも「USB外部デバイス」の優先順位を上げる 
※BIOS の設定は、パソコンの機種・メーカーにより操作法が異なる。大概、添付のマニュアルに記載されて
いる。機種によっては、起動時に起動デバイスを選択するモードを持つものもある（東芝など） 
 
この状態で、USB メモリを差し込んだまま、パソコンを再起動すると USB メモリから LINUXが起動します。 
（もちろん USB メモリを抜いて再起動すれば、元のWindowsから起動することが出来ます） 
 
＜BIOS設定画面例＞ 
 
 
●起動後の Linuxへのログイン 
USB メモリを差した状態で電源を入れ正常に起動できると、自動的に起動画面が流れ、しばらくすると
Linuxのログイン画面が表示される。 
 
＜CDROM・DVDから起動（インストール）の場合＞ 
・基本は、CDROM・DVD ドライブの優先順位がハードディスクより上であることを確認する。 
（通常のデフォルト設定はこうなっている場合が多い） 
 
HDDよりも上に設定 
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1.1.2 インストールディスク準備 
 
CentOS 6.x の DVD・CDディスクを用意。雑誌の付録などでも可。最新版でなくてもアップデートするので問
題ない。＜雑誌のディスクを使うことを大いに推奨！＞古いパソコンにインストールする場合は CD の方が有
利な場合がある（DVD ドライブがついていない場合など、昨今はほとんどのハードウェアが DVD 対応なので、
CD しか使えない場合はかなり限られる）。 
 
（自分でインストールディスクを作成する場合は倍速に注意すること。ドライブとディスクの性能に合わせた速
度で。等倍（１倍速）など遅すぎるとレーザー照射が強すぎて返って良くない。ダウンロードした iso イメージを
イメージとして焼く。） 
 
新しいサーバーにインストールする場合、インストールＤＶＤ・ＣＤは新しいバージョンのものが望ましい（OS
がハードウェアに未対応でインストールできない場合あり）。 
 
※インストール CD・DVDのバージョンが異なるので画面表示は微妙に異なる場合があります。 
 
CD・DVD イメージ（iso イメージファイル）をダウンロードします（CentOS =6.x最新版の場合）。 
以下のサイトなど。 
32bit版： http://ftp.riken.jp/Linux/centos/6/isos/i386/ 
64bit版： http://ftp.riken.jp/Linux/centos/6/isos/x86_64/ 
 
Windows ７ の場合は、標準で書き込みが可能です。 
DeepBurner などの書き込みソフトををダウンロードし、既存のインストールし、CD・DVD を作成することもでき
ます。：http://www.deepburner.com/ 
 
出来上がった CD・DVDをドライブにセットして CD・DVD ドライブから起動します。 
 
※CentOSのバージョンにより、画面表示が微妙に異なる場合があります。 
 
 
 
1.1.3 XooNIpsに関連するリンク 
 
 
＜XooNIpsオフィシャルページ＞ 
http://xoonips.sourceforge.jp/index.php?ml_lang=ja 
 
＜XooNIps研究会 トップページ＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?Top 
 
＜XooNIps研究会 関連リンク＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?Links 
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1.1.4 インストール開始（CD・DVDからパソコンハードディスクへ） 
 
パソコンの起動を DVD ドライブから（BIOSの確認）、ＤＶＤディスクを入れて電源を入れなおす（再起動する）。
DVD ドライブから起動。（パソコンの BIOS バイオスをＤＶＤドライブからブートするように優先順位を確認する。
基本の順位は、 １：フロッピー → ２：CD・DVD ドライブ → ３：ハードディスク ）。 
 
 
Install or upgrade an 
existing system 
 
が自動的に選択され
ているので、エンター
キーを押すと次へ進む 
 
押さなくても時間がた
てば次へ進む 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の画面では [矢印キー・Tab キー] を使って [skip] にカーソルを移動させ、 [Enter] キーを押し次へ進
む。 
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＜CentOS６インストール開始前画面＞ 
画面が表示されたら [Next] をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜言語の選択＞ 
スクロールして [Japanese（日本語）] を
選択、  [Next] をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜キーボード＞ 
 
日本語用を選択（106 か 109 日本語キ
ーボードを選択。標準で選択されてい
るもの） 
 
[次] をクリック 
 
 
  Xoo３  0.9.04    7 
 
 
 
＜ストレージデバイスの選択＞ 
基本ストレージデバイスを選択する 
 
 
 
 
 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
インストールするストレージデバイスを
聞いてくるので、 
 
はい、含まれていません・・・・・・ 
 
をクリックする。指定のデバイスはすべ
て削除され、CentOS6.x がインストー
ルされる 
 
 
［次］ をクリック 
 
 
 
 
 
ホスト名を入力する。そのままでもあと
から変更できる 
 
ネットワークの設定も変更可能。その
ままでも後から変更できる 
 
ネットワークの設定をクリックすると、次
ページのようなウィンドウが現れる 
 
 
［次］ をクリック 
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今回は有線で設定するので、有線タブの設定を編集
する。該当のハードウェアを選択して、編集ボタンをクリ
ック。 
 
 
 
 
 
 
 
 
［自動接続する］ 
 
 にチェックを入れて適用ボタンをクリックすると、ネットワ
ークに自動的に接続できる。 
 
デフォルトは DHCP（ネットワーク設定を自動取得） 
 
 
 
固定アドレスを入力する場合は（サーバとして設定する場
合はほとんどの場合固定でアドレスを設定する） 
 
IPｖ４タブから、 
 
[ＩＰアドレス] [ネットマスク] を設定 ・・・・実習時はDHCP
を選択 
 
固定アドレスにする場合は設定の [ゲートウェイ] [ＤＮＳ] 
などを入力 
 
[適用] をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【※注意！】 実習では、実習環境により個別対応を行います。 
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＜タイムゾーン＞ 
 
タイムゾーンは迷わず 
 
[アジア/東京] 
 
を選択確認 
 
[次] をクリック 
 
 
 
 
 
 
＜rootパスワードの設定＞ 
 
あらかじめ決めておいた root パ
スワードを２回入力。  
 
実習では library に設定 
 
[次] をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記のようなパスワードは基本、本番環境では避ける方が望ましいが、実習環境だと、 
 
［とにかく使用する］ を選択して使うことも可能。 
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＜インストールの確認画面＞ 
 
どのタイプのインストールを行うか、
確認画面が表示されるので、 
 
［すべての領域を使用する］ 
 
を選択、ラジオボタンにチェックを
入れる 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
書き込み確認ウィンドウが表示され
るので、大丈夫な場合は、 
 
［変更をディスクに書き込む］ 
 
をクリックする。 
 
 
 
 
＜インストールパッケージ
の選択＞ 
 
 
 
[Minimal Desktop] にチ
ェックを入れる 
 
[今すぐカスタマイズ] に
チェックを入れる 
 
 
「次」 をクリックすると、イ
ンストール詳細が表示さ
れる。 
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＜High availability＞ 
 
チェックを入れない 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜Load Balancer＞ 
 
チェックを入れない 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜Resilient srrage＞ 
 
チェックを入れない 
 
 
［次］をクリック 
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＜Webサービス＞ 
 
チェックを入れない 
 
必要なサービスはあとからインストー
ルする 
 
 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
＜アプリケーション＞ 
 
［Emacs］にチェックを入れる 
 
グラフィカルなエディタ、必要ではな
いが、あった方が便利だったりする。 
 
［インターネットブラウザ］のチェックを
確認 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
 
 
＜サーバー＞ 
 
［サーバプラットフォーム］のチェック
を確認 
 
 
 
 
［次］をクリック 
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＜システム管理＞ 
 
チェックを入れない 
 
 
 
 
 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
＜デスクトップ＞ 
 
［グラフィカル管理ツール］ 
 
にチェックを入れる 
 
設定が GUIでいくらか行える 
 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
 
 
＜データベース＞ 
 
チェックを入れない 
 
後でインストールする 
 
 
 
 
 
 
［次］をクリック 
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＜ベースシステム＞ 
 
デフォルトでいいが、チェックを確認
する 
 
 
 
 
 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
＜仮想化＞ 
 
仮想化は行わない 
 
チェックを入れない 
 
 
 
 
 
 
［次］をクリック 
 
 
 
 
＜言語＞ 
 
［日本語のサポート］ 
 
にチェックがあるか確認 
 
 
 
 
 
［次］をクリック 
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＜開発＞ 
 
チェックを入れない 
 
 
 
 
 
 
［次］をクリックするとインストールが開
始される 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※CDでインストールする場合は
複数枚の CD 指示に従い入れ
替える 
 
インストールが完了すると再起
動を行う 
 
［再起動］をクリック 
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［進む］をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ライセンスに同意する］ 
 
にチェックして 
 
［進む］をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
root ユーザ以外のユーザーを
作成する。CentOS ６では一般
ユーザーでログインするので、
必ず作成する。 
 
実習用は 4項目にすべて 
 
library 
 
と入力する 
 
［進む］をクリック 
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脆弱すぎる というメッセージが出るが、実習用
なので使用する 
 
［はい］ をクリック 
 
 
 
 
 
日付と時刻の確認 
 
ネットワーク上の時計と同期
する 
 
にチェックを入れてもいい
が、実習用なので今回は入
れない。本番環境は入れて
おいた方がいい場合もある 
 
 
 
［進む］をクリック 
 
 
 
 
メッセージが出るが、［OK］ボタンをクリック 
 
 
 
 
 
 
 
Kdumpを設定する 
 
 
 
 
 
 
［終了］をクリック、ログイン画面
が表示される 
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1.1.5 LINUX（CentOS）へのログイン方法 
 
起動後のログイン画面 
（CentOS 6.3のログイン画面） 
 
ユーザーを選択 ： library 
 
Enter キーを押す 
 
 
OS インストール後は基本、この画
面から始まる。 
 
 
 
 
 
 
 
パスワードを入力 ： library 
 
Enter キーを押す 
ログインボタンをクリックする 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ログイン後の windows ライクな画
面 
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1.1.6 ファイヤーウォール・SE-LINUXの設定 
 
■ファイヤーウォールの無効化 
 
画面上部のメニューから、 
システム ＞＞ 管理 ＞＞ ファイヤーウォール を選択する 
rootパスワードを聞いてくるので、入力する 
 
 
無効ボタンをクリックする 
 
適用 をクリック 
 
 
 
メッセージには はい をクリック 
rootパスワードを聞いてくるので入力して完了 
有効 ボタンが押せるようになったら無効になっています。 
 
設定ウインドウを閉じます 
 
 
■SE-LINUXの無効化 
 
/etc/selinux/configを直接編集する 
 
# vi /etc/selinux/config 
 
SELinuxを有効にする。 
SELINUX=enforcing 
 
SELinuxを無効にする。 
SELINUX=disabled 
 
サーバを再起動すると設定が反映されます。 
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1.1.7 XOOPS・XooNIps・Libraryモジュールのインストール 
 
1.1.7.1 Xoo3フォルダのコピー 
 
再起動後、一般ユーザでログイン する 
 
ユーザ名：  library    [エンター] 
パスワード：  library   ［エンター］ 
 
CD などに格納された「xoo」フォルダを home/library に一時的にコピーする。コピーはファイル・ブラウザで
行う。Home/library から /opt へコピーする場合は、rootユーザーでコピーする（次ページ参照） 
 
［アプリケーション］ -> ［システムツール］ -> ［ファイル・ブラウザ］ を選択する 
 
 
コピーしたい「xoo3」フォルダでマ
ウス右クリックして「コピー」を選択、
コピーしたい場所でマウス右クリッ
ク、「貼り付け」を選択して貼り付け
る。 
（Windows と同じ手順） 
 
コピーが開始される 
※画像は xoo 
 
 
Firefoxでインターネットからファイルをダウンロードすることも可能。その際は、/home/library フォルダにダウ
ンロードするようにしたほうがよい。標準は /home/library/ダウンロード フォルダにダウンロードするので、
日本語のフォルダ名をコマンドラインからは入力しにくいので、アルファベットの場所にコピーする方が後の
作業がやりやすい。 
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1.1.7.2 端末内で一般ユーザーから rootユーザーに変更する 
 
画面上部のメニューから  ［アプ
リケーション］ －> ［システムツー
ル］ －> ［端末］ を選択する 
 
 
 
ウインドウが開くとそこにコマンド
を入力できる。以下、このウインド
ウをターミナルと呼ぶ。 
左端の［］の中は、今いる場所が
表記される（略している場合あり） 
 
 
 
 
 
 
］ $  となっている場合は一般ユーザー（$:ドルマーク） 
］ #  となっている場合は rootユーザー＜スーパーユーザ＞（#:ナンバーサイン） 
 
CenoOS 6.xは一般ユーザーからログインするので、端末を起動すると、最初は $ から始まる 
rootユーザーに変更してインストール作業を行う。 
 
$ su△-△root [エンター]     ⇒  ユーザーを rootにする 
パスワード：*** ［エンター］  ⇒  パスワードを入力 実習では library 
#    ⇒  rootユーザーに変更できた 
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1.1.7.3 xoo3.zipを展開する 
 
コピー・ダウンロードした xoo3.zip ファイル
を展開（解凍）します 
 
$ su△-△ root [エンター] ⇒ 
  ユーザーを rootにする 
 
パスワード：***［エンター］ ⇒ 
  パスワードを入力 library 
 
#  ⇒  rootユーザーに変更できた 
 
 
# cp△/home/library/xoo3.zip△/opt ［エンター］ ⇒  /home/library  に あ る  xoo3.zip  を   
/optにコピーする 
# cd△/opt ［エンター］  ⇒ /opt という場所へ移動する 
# ls ［エンター］   ⇒ /opt の場所に何があるか表示する 
 
赤字で xoo3.zip があることがわかる。 
 
# unzip△xoo3.zip ［エンター］ ⇒ xoo3.zip というファイルを解凍（展開）する 
# ls [エンター] ⇒  
 
/optの中に何があるか確認する 
緑色で xoo3 というフォルダが新たに作られたことが確認できる 
 
# cd△xoo3 [エンター]  ⇒ フォルダ xoo3 に移動する（正確には /opt/xoo3 ） 
# ls [エンター]   ⇒ xoo3フォルダ内に何があるか確認する 
 
以上でコピー・ダウンロードしてきたファイルを展開できた。 
 
※ファイルブラウザでコピーする方法・・・ 
 
# nautilus [エンター]  
と入力して root ユーザーでファイル・
ブラウザを起動して作業することも可
能。 
 
この場合は、Windows でいう、マイコ
ンピュータからファイルを操作するよう
に操作できる。もちろんコピペも大丈
夫。 
 
root ユーザなので、注意して作業し
ましょう。 
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1.1.7.4 端末を起動して 0.sh・1.shを実行する 
 
画面上部のメニューから  ［アプリケーション］ －> ［システムツール］ －> ［端末］ を選択する 
  
ウインドウが開くとそこにコマンドを入力できる。以下、このウインドウをターミナルと呼ぶ。 
左端の［］の中は、今いる場所が表記される（略している場合あり） 
］ $  となっている場合は一般ユーザー（$:ドルマーク） 
］ #  となっている場合は rootユーザー＜スーパーユーザ＞（#:ナンバーサイン） 
 
※ログイン中のユーザーは、 id 又は whoami 又は who とコマンドを打つことでも確認できます。 
 
 
1.1.7.5 0.shを実行する（サービスを設定する） 
 
端末内でコマンドを以下の通り入力する。 ＜ △は半角スペースを表す ＞ 
 
 
$ su△-△root [エンター]     ⇒  ユーザーを rootにする 
パスワード：*** ［エンター］  ⇒  パスワードを入力 実習では library 
#    ⇒  rootユーザーに変更できた 
 
# cd△/opt/xoo3 [エンター]     ⇒  ディレクトリフォルダ /opt/xoo3 へ移動する 
# ls [エンター]           ⇒  ディレクトリフォルダ内のファイルを表示する 
 
ｌｓ でフォルダ内のファイルなどが表示される 
 
# ./0.sh  [エンター]           ⇒  0.shファイルを実行する 
 
エラーメッセージが出た場合は、以下コマンドを入力して実行し、再度、0.shを実行する 
 
# chmod△775△0.sh  [エンター]   ⇒  0.shに実行権限を与える（実行できるようにする） 
# ./0.sh  [エンター]           ⇒  0.shファイルを実行する 
 
0.sh が正常実行されると、OSが自動的に再起動し、CentOSのログイン画面になる。 
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1.1.7.6 1.shを実行する（インストールの実行） 
 
再起動後、libraryユーザーでログインする 
 
ユーザー名：  library      [エンター] 
パスワード：  library    ［エンター］ 
 
画面上部のメニューから ［アプリケーション］ －> ［システムツール］ －> ［端末］ を選択する 
 
 
$ su△-△root [エンター]     ⇒  ユーザーを rootにする 
パスワード：*** ［エンター］  ⇒  パスワードを入力 実習では library 
#    ⇒  rootユーザーに変更できた 
 
# cd△/opt/xoo3  [エンター]  ⇒  ディレクトリフォルダ /opt/xoo3 へ移動する 
# ls  [エンター]          ⇒  ディレクトリフォルダ内のファイルを表示する 
# ./1.sh  [エンター]       ⇒  1.shファイルを実行する 
 
 
必要プログラムが順次インストールされてゆく。 
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1.1.7.7 XOOPS・XooNIpsのインストール 
 
自動的に 「Firefox」 が起動する。 
 
 
インストールに使用する言語をプルダウンメニューで 「 ja_utf8 」 に変更する。 
Introdaction >> 右側の矢印 ⇒ をクリック 
 
 
一番下の 矢印 ⇒ をクリック 
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項目左の色が全て緑色であることを確認して、 矢印 ⇒ をクリック 
 
データベースユーザ名 ： xoops8 
データベースパスワード ： library 
データベース名 ：  xoops8 
テーブル接頭語 ： xoops8 
 
 
入力して 一番下の 「確認」 右側の 矢印 ⇒ をクリック 
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設定内容を確認してから下部の 矢印 ⇒ をクリック 
 
 
 
項目左の色が全て緑色であることを確認して 矢印 ⇒ をクリック 
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項目左の色が全て緑色
であることを確認して、 
矢印 ⇒ をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項目左の色が全て緑色
であることを確認して、 
矢印 ⇒ をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項目左の色が全て緑
色であることを確認して、 
矢印 ⇒ をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
項目左の色が全て緑色であることを確認して、 矢印 ⇒ をクリック 
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項目左のマークが全
て緑色で、 
 
最終行に以下のコメ
ントを確認したら、 
 
矢印 ⇒ をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
XOOPSのユーザーを設定する（実習用の設定）。 
 
管理者ユーザ名 ：  library 
管理者メールアドレス ：  library@lib.jp  ・・・・ 仮に入力 
管理者パスワード ：  library 
管理者パスワード（再入力） ： library 
タイムゾーン ：   東京 を選択 
 
入力完了後、矢印 ⇒ をクリック
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項目左のマークがすべて緑色を確
認して 
 
矢印 ⇒ をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
矢印 ⇒ をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
先ほど入力したユーザ名とパスワードを入力後、 ［ログイン］ ボタンをクリック 
 
ユーザ名： library 
パスワード： library 
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下部の 
 
rest 
xleprogress  
xoonips 
 
にチェックを入れて  
 
［インストール］  
 
ボタンをクリック 
 
⇒ ※全部チェックする 
 
 
 
 
この画面が表示されたら、 「firefox」 を終了する。 右上の［×］をクリック 
 
しばらくすると 「firefox」 が再起動する 
 
※ 「firefox」 が再起動した時点で XOOPS・XooNIpsのインストールは完了している 
 
※ /var/www/html/install フォルダは、 1.sh で自動的に削除する設定にしています。1.sh でインストール
しない場合は、ファイルブラウザでフォルダごと削除するか以下のコマンドを root 権限の端末内で実行し
てください。（△＝半角スペース） 
 
# rm△-rf△/var/www/html/install/ ［エンター］ 
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1.1.7.8 XooNIpsの起動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「ユーザ名」 と 「パスワード」 を入力して ［ログイン］ ボタンをクリックし、ログイン （管理者画面に移る） 
※ パスワードはブラウザに記憶させない。以下表示の場合は記憶しないをクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ページの下部の 
[管理者メニュー] 
をクリック 
 
スクロールして表
示させる 
 
 
 
※ここから必要な初期設定を行う 
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1.1.7.9 アップロードフォルダ設定を行う 
 
XooNIps設定 >> システム設定 >> 基本設定 から ファイルアップロードディレクトリ を 
/var/data に変更 
 
 
 
 
 
 
システム設定 
 
をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基本設定 
 
をクリック 
 
 
 
 
ファイルアップ
ロードディレクト
リ 
 
/var/data 
に変更 
 
 
マジックファイ
ルのパス 
 
空値 に変更 
 
［更新］ ボタンをクリック 
メッセージが表示されてデータが更
新される。 
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1.1.7.10 アイテム公開時の設定（ダウンロードファイル設定） 
 
サイト管理者でログインする 
右側の「XooNIpsユーザメニュー」の［管理者メニュー］をクリックする 
左側の「XooNIps」メニュー内の［サイトポリシー設定］をクリックする 
「サイトポリシー設定」内の「アイテム情報」をクリックする 
「アイテム情報」内の「アイテム公開」をクリックする 
 
 
 
 
 
 
・アイテムの公開ポリシー ＝＞ 自動的にアイテムの公開を承認する  に変更 
・設定終了後、 ［更新］ ボタンをクリックする。 
 
・添付ファイルのダウンロード時のファイル形式 ＝＞ オリジナルのまま  に変更 
・設定終了後、 ［更新］ ボタンをクリックする。 
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1.1.7.11 ユーザ設定の方法（詳細の実行権限を設定する） 
 
 
XooNIps ログイン後の 
 
［メインメニュー］ から ［ワークフロー］ をクリックする 
 
※上部右側の「ホームページ」をクリック 
 
 
 
 
 
承認者一覧の承認者を編集する。［承認者を追加する］ をクリックする 
 
※今回は実習なのですべての承認項目リンク内を下記の通り設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループ ： moderator を選択 
承認ステップ ： ［送信］ ボタンをクリックする。 
 
※本番環境ではユーザ・グループごとに詳細の設定が可能。実習環境（最新バージョン）では、インストー
ル時に標準値が設定される。 
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1.1.8 実習した機器を本番・テスト公開用の環境に変更する 
 
● ホスト名の変更・IPアドレスの変更 
 
①ホスト名の変更 
  /etc/sysconfig/network ファイル内を書き換えて再起動 
 
 
  
 
 
 viの使い方はネットなどを参照（vi：LINUX上でのテキストエディタのこと） 
 
 
②ネットワーク設定の変更 
 
プルダウンメニューから、 システム >> 設定 >> ネットワーク接続 から、 「ネットワーク接続」 画面を表
示、該当のハードウェアを選択して、編集ボタンをクリック。 
 
［IPv4］ タブを表示、「ホスト名」 に変更したい任意の文字列を入力、変更 
方式は手動で、必要データを入力する 
入力後、 ［適用］ ボタンをクリックする 
rootユーザではない場合は rootのパスワードを入力する 
ネットワーク接続画面の［閉じる］をクリック 
 
端末から root ユーザーに変更して、以下のコマンドでネットワークサービスを再起動＜△は半角スペース
を表す＞ 
 
# /etc/rc.d/init.d/network△restart ［エンター］  または  ｓervice△network△restart ［エンター］ 
 
それか、サーバーごと再起動する。「firefox」を起動してインターネットに接続できるか、確認する。
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*---------------------------------------------- 
● OS（CentOS）の rootパスワードの変更 
 
[root@***** ~]# passwd [Enter]  
Changing password for user root.  
New password: 新しいパスワードを入力＋[Enter]  
Retype new password: もう一度新しいパスワードを入力＋[Enter]  
passwd: all authentication tokens updated successfully. 
[root@***** ~]# 
 
以上のコマンドで rootのパスワードは変更できます 
 
*---------------------------------------------- 
● OS（CentOS）の一般ユーザー（ library ）パスワードの変更 
 
ｒootに変更した端末から、 
 
[root@library ~]# passwd△library ［エンター］ 
Changing password for user library. 
New UNIX password: 新しいパスワードを入力する 
Retype new UNIX password: 新しいパスワードを再入力 
passwd: all authentication tokens updated successfully. 
[root@library ~]# 
 
# プロンプトに戻ると完了。 
 
 
 
*---------------------------------------------- 
● MySQLの root・xoops8のパスワードの変更 
 
MySQL のパスワードを変更する。Root に変更した端末から以下のコマンドを入力（*** へ任意の文字列を
入力）。ｌibraryから変更する例。＜ △は半角スペースを表す ＞ 
 
＜root＞ 
# mysql△–u△root△–plibrary△ –e△“set△password△for△root@localhost=password('***')” 
［エンター］ 
 
＜xoops8＞ 
# mysql△xoops8△–u△xoops8△–plibrary△–e△“set△password△for△xoops8@localhost=password('***')”  
［エンター］ 
 
パスワードを変更したら、mainfile.php の設定も変更する 
 
*---------------------------------------------- 
●mainfile.php ・ httpd.conf のファイル内容の変更 
 
○＜mainfaile.php＞ 
ｒootに変更した端末から、 
# gedit△/var/www/html/mainfile.php ［エンター］ 
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以下部分を変更 
 
    // Database Password 
    // Password for your database user account 
    define('XOOPS_DB_PASS', 'library'); 
 
変更した xoops8 のパスワードを修正する （*** へ任意の文字列を入力）。 
 
    define('XOOPS_DB_PASS', 'library'); 
    ↓ 
    define('XOOPS_DB_PASS', '***'); 
 
 
DNSで名前解決している（公開している等）場合は、以下部分を変更 
 
    // XOOPS Virtual Path (URL) 
    // Virtual path to your main XOOPS directory WITHOUT trailing slash 
    // Example: define('XOOPS_URL', 'http://localhost'); 
    define('XOOPS_URL', 'http://localhost'); 
 
URLを修正する。 
 
    define('XOOPS_URL', 'http://localhost'); 
    ↓ 
    define('XOOPS_URL', 'http://********'); 
 
ファイルを上書き保存して終了。 
 
○＜httpd.conf＞ 
DNSで名前解決している場合の httpd.conf の修正・確認 
 
ｒootに変更した端末から、 
# gedit△/etc/httpd/conf/httpd.conf ［エンター］ 
 
#ServerName www.example.com:80 
ServerName△**********:80 
 
サーバネームを書いている場合は修正する。 
 
 
#Listen 12.34.56.78:80 
Listen△80 
 
Listenに IPアドレスを登録している場合は修正する。 
 
 
ファイルを上書き保存して終了。サービスを再起動する。 
 
# /etc/rc.d/init.d/httpd△restart ［エンター］  または  ｓervice△httpd△restart ［エンター］ 
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*---------------------------------------------- 
●システム全体のアップデート 
 
ｒootに変更した端末から、 
 
# yum△update△–y ［エンター］  
 
と入力してシステム全体のアップデートを行う。 
 
 
 
*---------------------------------------------- 
●XOOPS・XooNIps以外のモジュールのインストールなど 
 
以下ページを参照。＜更新中・・・・現状、旧バージョンです＞ 
 
＜コピペで作るリポジトリ＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?Special/IR-Linux 
 
 
○便利な追加モジュールなども入れた方がいい 
 
altsysモジュール 
D3forumモジュール 
Protecterモジュール 
Bulletin2 (GIJOE Hack版)（ニュースモジュール） 
VNC(リモートアクセス) 
awstats（アクセスログ解析設定） 
 
 
○幾分、設定変更する方がいいものもある 
 
ハーベスト標的ファイルの変更 
雑誌内のメタデータの並び順 
 
                         ・・・・ など 
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1.2 CentOSのインストール環境について 
 
※CentOSの設定（パスワードなど）、実習中に何度か出てきます。入れ違わないように注意！ 
 
＜ネットワーク設定＞ 
ホスト名（コンピュータ名） ： library ・・・ ＜実習環境により変わります＞ 
プロキシサーバの有無、ポート番号、パスワード等 ： なし 
 
 
・固定ＩＰアドレス ： 
・サブネットマスク ： 
・DNS（ネームサーバ）のＩＰアドレス ： 
・デフォルトゲートウェイＩＰアドレス ： 
 
※上記４項目は自動設定（DHCP） ・・・ ＜実習環境により変わります＞ 
 
 
・ホスト名：実習用に設定（デフォルトは「library」） 
 
 
＜アカウント設定＞（Linuxの設定） 
rootユーザーのパスワード ：  library 
一般ユーザーのＩＤ ：  library 
一般ユーザーのパスワード ： library 
 
 
＜Ｍｙｓｑｌのアカウント＞ 
rootユーザーのパスワード ：     library 
XOOPSデータベースの名前（ＵＴＦ８） ：   xoops8 
XOOPSデータベースユーザーのＩＤ（ＵＴＦ８） ：   xoops8 
XOOPSデータベースユーザーのパスワード（ＵＴＦ８） ：  library 
 
 
＜XOOPS・XooNIpsのアカウント＞ 
XOOPS・XooNIps サイト管理者のＩＤ ：   ｌibrary 
XOOPS・XooNIps サイト管理者のパスワード ：  library 
XOOPS・XooNIps サイト管理者のメールアドレス： library@lib.jp (仮設定) 
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1.3 LINUXの操作－さいしょの最初－ 
 
1.3.1 ターミナル（端末）の起動 
 
画面上部のメニューから ［アプリケーション］ －> 
［システムツール］ －> ［端末］ を選択する 
 
ウインドウが開くとそこにコマンドを入力できる。以下、
このウインドウをターミナルと呼ぶ。 
左端の［］の中は、今いる場所が表記される（略して
いる場合あり） 
 
 
 
 
 
 
＜root ユーザーでの端末＞ 
］ $  となっている場合は一般ユーザー（$:ドルマーク） 
］ #  となっている場合は rootユーザー＜スーパーユーザ＞（#:ナンバーサイン） 
 
 
※スーパーユーザー：
インストールなどの際
に 用 い る 管 理者 。
Windows の
Administrator(s) の 立
場。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜一般ユーザーから rootユーザーへの切替（スイッチユーザー）＞ 
［・・・］ $ su△-  [Enter]     △は半角スペース 
パスワード：  ←パスワード入力  [Enter] （なにも表示されない）  library  
［・・・］ #    ←これで rootユーザーに変更できた 
 
端末内は rootユーザーとしてコマンドを実行できる。 
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1.3.2 テキストエディタ（Emacs）の使い方 
 
［アプリケーション］ －> ［アクセサリ］ －> ［Emacs］ を選択する 
 
ファイルを開くときは［file ⇒ openfile］をクリックして希望のファイルを開く 
保存するときは［save］をクリックする。環境によっては、キーボードの半角/全角キーで全角文字（日本語な
ど）も入力可能。文字コードは UTF-8 となる。 
 
 
 
端末内からコマンドラインでファイルを開くことも可能。 
 
$ emacs ファイル名 
 
で、既存のテキストファイルを編集できるし、新規でテキストファイルも作れる。 
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1.3.3 ファイル・ブラウザ（マネージャ）の使い方 
 
［アプリケーション］ －> ［システムツール］ －> ［ファイル・ブラウザ］ を選択する 
 
上部メニューの ［表示］ －> ［隠しファイルを表示する］ にチェックを入れることで、隠しファイルを表示する
ことも可能 
 
 
 
 
基本的にWindowsの「エクスプローラ」と同じ感覚でファイル操作が行える。 
 
 
【 注意！：USB起動での実習の場合 】 
操作上必要はないが、環境によっては管理者のパスワード入力などにより、パソコン本体のハードディ
スク内のデータを表示できることがある。その場合、ハードディスク内のファイル操作を行える可能性
があるが、重要なファイルを削除してしまうと、パソコンにインストールされている Windowsに影響が出
てしまうため、さわらないこと！。 
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1.3.4 インターネットブラウザ（firefox）の使い方 
 
画面上部の 「firefox」アイコン をクリックする 
 
インターネットブラウザ 「firefox」 が立ち上がり、Windows版と同じように利用できる 
 
 
 
 
Linuxではインターネットエクスプローラはない。 
 
※ Linuxでも Google Chrome は利用できる。   
以下 URLの 32 ビット .rpm（Fedora/openSUSE 用） からダウンロードしてインストールする。 
http://www.google.com/chrome/eula.html?platform=linux&hl=ja 
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1.3.5 プロキシサーバの設定方法 
 
上部メニューの ［システム］ －> ［設定］ －> ［ネットワークのプロキシ］ を選択 
 
ラジオボタンを 「マニュアルでプロキシの設定を行う」 にチェックを移す 
接続するネットワークの既定の 「ＩＰアドレス」 と 「ポート番号」 を入力する 
［閉じる］ ボタンをクリックする 
 
※プロキシが不要な場合は、 「インターネットに直接接続する」 をチェックした状態のままにする。 
 
 
 
 
※プロキシサーバ： 
 
内部ネットワークからインターネット接続を行う際、高速なアクセスや安全な通信などを確保するための中継
サーバを「プロキシサーバ」と呼ぶ。 
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1.3.6 シャットダウン・再起動の方法 
 
 
上部メニューの ［システム］ －> ［シャットダウン］ を選択する 
 
新たに表示されたウインドウの ［シャットダウン］ ボタンをクリックすると、システムがシャットダウンする。 
 
シャットダウン後、USB メモリを抜くことができる。 
 
 
 
 
※ 再起動したい場合は、［再起動］ ボタンをクリックする。 
 
※ ハイバーネートは、一般的なノートパソコンで「休止モード」に該当する機能です。 
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2 「うごかす」編 
 
 
2.1 標準的な画面（テーマ：xoonips-n）＜xoo版＞ 
 
 
 
※サイトを立ち上げる時はバナーをつけるよう XooNIps開発元の理化学研究所様よりお願いが出ています 
http://xoonips.sourceforge.jp/modules/documents/index.php?content_id=2&ml_lang=ja 
 
ゲスト状態（ログインしていない状態）での XooNIps閲覧時に終了するときはブラウザを閉じる。 
右上の [×] をクリックする。 
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2.2 ログインの方法 
 
ログインする ユーザ名 と パスワード を確認する（サイト管理者：なんでもできるスーパー・ユーザ） 
 
 
方法①： 
右側の XooNIps ログインブロックにユーザ名とパスワードを入力して ［ログイン］ ボタンをクリックする 
※テーマにより場所が異なる 
 
 
方法②： ブラウザの URLに次のように入力 －＞ ｈｔｔｐ://リポジトリサーバの URL/user.php ［エンター］ 
 
ログイン画面が表示される。ユーザ名・パスワードを入力、［ログイン］ボタンをクリックする。 
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2.3 ログアウトの方法 
 
方法：ページ下部の ［ログアウト］ をクリックするとログアウトする 
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2.4 管理者メニューの使い方 
 
ページ下部の 「ユーザメニュー」 内の 「管理者メニュー」 をクリックすると管理メニューに移る 
左側のメニューの 「＋」 部分をクリックするとメニューが開き、 「－」 になる 
（メニュー名をクリックしてもよい） 変更するメニューを開いて設定を変更する 
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2.5 XooNIpsのテーマ（XOOPSのテーマ） 
 
ここでいう 「テーマ」 とは XooNIpsの全体的なデザインのこと。いろんな大学の例。 
（※テーマで変更できない箇所もあります） 
←近畿大学 
↓慶應義塾大学 
↑別府大学 
奈良大学 → 
 
【参考】 
XOOPSテーマの情報源 
http://xoopscube.jp/ 
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2.6 テーマの変更方法 
 
サイト管理者としてログインする 
右側下の「XooNIpsユーザメニュー」の［管理者メニュー］をクリックする 
左側の「互換モジュール」メニュー内の［テーマの管理］をクリックする 
※チェックがついている場合、現在のテーマのチェックをはずす（チェックはつけなくてもよい） 
変更したいテーマの操作部分の［選択］ボタンをクリックする。 
クリックすると、［選択］ボタンが［ACTIVE］に表示が変わり、その行が薄い緑色になる 
下部の［送信］ボタンをクリックする 
上部の［ホームページ］をクリックして管理メニューを終わる（［ログアウト］をクリックしてもよい） 
テーマが変更されていることを確認 
 
 
 
 
⇒ Default theme of XOOPS Cube 2.1 テーマに変更してみましょう 
 
※テーマを変更してログインボタンがなくなってしまった場合は、URLに次のように入力するとログイン画面が
表示される。びっくりしないで・・・＞ http://リポジトリサーバの URL/user.php 
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2.7 XooNIpsのブロック＜xoo版＞ 
 
ここでの 「ブロック」 とは、画面を構成する一つの部品のこと＜赤枠内＞ 
 
 
 
 
 
XooNIps検索 
 
 
 
インデックス 
ツリー 
 
 
 
 
 
 
 
 
リンクページ 
 
 
 
 
 
 ＜設定画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
ブロックの名前 
どこに表示するか？   上からの順番 
               （左・中央・右）     （数字で指定） 
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2.8 ブロックの表示変更・作成ⅰ．ブロックの表示位置変更・削除＜xoo版＞ 
 
サイト管理者でログインする 
右側の「XooNIpsユーザメニュー」の［管理者メニュー］をクリックする 
左側の「互換モジュール」メニュー内の［ブロックの管理］をクリックする 
表示サイド欄のラジオボタンを変更する 
－（右端のエンピツのアイコンをクリックすると詳細の修正が可能） 
－（右端のエンピツのアイコンではない方(上向き矢印のアイコン）をクリックするとブロックを削除できる） 
変更が全て終了したら下部の「送信」ボタンをクリックする（ここで、実際に変更した設定が保存される） 
上部の［ホームページ］をクリックして管理メニューを終わる（［ログアウト］をクリックしてもよい） 
ブロック表示位置が変更されていることを確認する 
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2.9 ブロックの表示変更・作成ⅱ．ブロックの追加＜xoo版＞ 
 
サイト管理者でログインする 
右側の「XooNIpsユーザメニュー」の［管理者メニュー］をクリックする 
左側の「互換モジュール」メニュー内の［ブロックのインストール］をクリックする 
追加するブロックを確認し、右端の操作欄のアイコン（下向き矢印のアイコン）をクリックする 
「表示先のモジュール」「アクセス権のあるグループ」「表示サイド」（表示場所）「並び順」（数字）を選択する 
選択が終了したら下部の「インストール」ボタンをクリックする 
上部の［ホームページ］をクリックして管理メニューを終わる（［ログアウト］をクリックしてもよい） 
ブロックが追加されていることを確認する 
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2.10 ブロックの表示変更・作成ⅲ．カスタムブロックの追加＜xoo版＞ 
 
サイト管理者でログインする 
右側の「XooNIpsユーザメニュー」の［管理者メニュー］をクリックする 
左側の「互換モジュール」メニュー内の［ブロックのインストール］をクリックする 
上部の［カスタムブロック追加］ボタンをクリックする 
コンテンツに入力する。基本はホームページと同じ書式（HTML）で入力できる。（<HTML>や<BODY>他は不
要。ページの一部として読み込まれるため。） 
「表示先のモジュール」「アクセス権のあるグループ」「表示サイド」（表示場所）「並び順」（数字）を選択する 
選択が終了したら下部の「インストール」ボタンをクリックする 
上部の［ホームページ］をクリックして管理メニューを終わる（［ログアウト］をクリックしてもよい） 
ブロックが追加されていることを確認する 
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2.11 サイト名、サイト副題の変更＜xoo版＞ 
 
サイト管理者でログインする 
右側の「XooNIpsユーザメニュー」の［管理者メニュー］をクリックする 
左側の「互換モジュール」メニュー内の［全般設定］をクリックする 
サイト名とサイト副題を変更する 
一番下の［送信］ボタンをクリックする 
上部の［ホームページ］をクリックして管理メニューを終わる（［ログアウト］をクリックしてもよい） 
ブラウザの一番上のバーの表記が変わっていることを確認する 
 
 
 
 
任意のタイトルに変更されたか確認（サーバ公開後は、Google など検索エンジンから、検索結果の表示に利
用されます） 
※テーマにより表示パターンが異なる場合あり 
  Xoo３  0.9.04    58 
 
2.12 テーマファイルの変更を即時反映する設定＜xoo版＞ 
 
サイト管理者でログインする 
右側の「XooNIpsユーザメニュー」の［管理者メニュー］をクリックする 
左側の「互換モジュール」メニュー内の［全般設定］をクリックする 
 
・themes/ ディレクトリからの自動アップデートを有効にする ＝＞ はい に変更 
 
 
現在使用中のテーマよりも更新日時が新しいファイルが themes/ディレクトリ下にある場合に、自動的にデー
タベース内のデータを更新します。サイト公開時（テーマ決定後）には無効にする事をお勧めします。 
 
 
 
 
 
設定終了後、一番下の［送信］ボタンをクリックする 
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2.13 新規ユーザの登録を制限する 
 
管理者以外のユーザ登録を許可するかどうか設定する。リポジトリメインの場合、基本は許可しない。 
 
サイト管理者でログインする 
右側下の［ユーザメニュー］の[管理者メニュー]をクリックする 
左側の「XooNIpsユーザモジュール」のメニュー内の［一般設定］（プリファレンス）をクリックする 
 
 
・新規ユーザの登録を許可する ＝＞ ［いいえ］ に変更     ※デフォルトは ［はい］ 
 
 
設定終了後、一番下の［送信］ボタンをクリックする 
 
 
 
 
※ XooNIpsの動かし方詳細は以下 URLで確認してください。＜xoo版＞ 
 
＜XooNIps リポジトリシステム 運用マニュアル 設定・運用編＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?plugin=attach&refer=Documents&openfile=XooNIp
s-ma.pdf 
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2.14 アイテム並び順の設定 
 
アイテムの並び順を設定する。 
［管理者メニュー］から[XooNIps]→［サイトポリシー設定］→［アイテム並び順］を順にクリックする 
 
 
 
 
 
［追加］ボタンをクリックすると並び順を新規で作成できる。 
「エンピツ」アイコンをクリックすると、アイテムタイプ毎の並び順の設定変更ができる。「×」で削除。 
 
 
※プルダウ
ンでフィー
ルドを選択
できる 
 
［保存］ボタ
ンをクリック
して保存す
る 
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2.15 アイテムタイプのカスタマイズ（項目追加など） 
 
管理者メニューから、[XooNIps]→［サイトポリシー設定］→[アイテムタイプ]をクリックする 
ここでは、アイテムタイプのデータ入力項目の変更などが行える。 
 
 
 
 
 編集 
 コピー 
 エクスポート 
 削除 
 
 
 
作成したいアイテムタイプに近いものを複製する。複製アイコンをクリックする 
メッセージが出て複製される 
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複製したものを編集する。編集ボタンをクリックする 
右側の「アイテムフィールドグループ編集ボタン」をクリックしてグループ内のフィールド項目を表示させる 
［フィールド追加］ ボタンをクリックしてアイテムフィールドを追加する。必要項目を入力する。 
 
 
 
必要項目を入力後、下部の登録ボタンをクリックして登録する。 
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新規項目が追加された。更新ボタンをクリック 
 
 
 
 
リリースボタンをクリックして、データ項目変更を終了する。 
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アイテムタイプの画面から編集中の赤い文字がなくなると設定完了。 
 
アイテムタイプ登録の画面から新しいアイテムタイプが選択できるようになり、入力が可能になる。 
 
 
 
 
 
データイメージとしては、グループ内に詳細の項目が入っているというイメージで編集する。もちろん、新規で
データベースを作成することも可能。現状バージョンから、カスタマイズ対応の使いやすいデータベースに進
化した。 
 
もちろん、アイテムタイプ一覧にも表示されるようになる。 
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2.16 OAI-PMH割当の設定・変更 
 
XooNIpsではハーベスト用のデータを書き出す設定を変更できる。 
［管理者メニュー］から[XooNIps]→［サイトポリシー設定］→［OAI-PMH割当］を順にクリックする 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハーベストの相手の項目と
XooNIps のアイテムタイプを指
定して ［次へ］ をクリックする 
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OMI-PMHのスキーマ項目にアイテムタイプのどの項目を入れるか、設定する。 
 ※アイテムタイプの項目を連結してスキーマに流し込むことも可能。 
 
 
 
 
 
設定が完了したら、画面一番下の ［更新］ ボタンをクリックする。 
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3 「入力する」編 
 
3.1 実際のデータ入力＜xoo版＞ 
 
XooNIps のデータ登録は、INDEX を作成してから、その項目に対してデータ（メタデータ・本文データ）を登
録する。INDEXの構成はリポジトリの構成にかかわるので慎重に設定することが望ましい。 
 
＜ XooNIps研究会 関連リンク ＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?Links 
 
 
雑誌ごとに一括登録する方法もある。 
 
＜説明＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?Special/IR-Windows 
＜プログラム＞ 
http://sourceforge.jp/projects/xoonips/downloads/44621/excel2xoonips-1.0.2-win32.zip/ 
＜ドキュメント＞ 
http://sourceforge.jp/projects/xoonips/downloads/44621/excel2xoonips-1.0.2-doc.zip/ 
 
 
 
3.2 INDEXの作成・編集 
 
XooNIpsのデータ登録ユーザ（管理者ユーザ）でログインする 
 
インデックスツリーが表示されるので、作成したい場所（Pablic・Pribate のどちらか）をダブルクリックするとイン
デックス編集モードへ移行する 
 
 
 
 
 
 
［インデックス編集］ をクリック 
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追加ボタンをクリックすると入力画面が表示
される 
 
タイトルを入力、更新ボタンをクリックする 
 
 
 
基本的に、左側のインデックスツリーの
［Public］（公開用）［Private］（データ入力
用）両方に同じ項目を登録する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
インデックスが追加された。これを必要分作成する。 
 
 
インデックス編集の右側のアイコンで、修正・移動・削除が可能。 
 
 
 編集 
 移動 
 削除 
 
※登録する階層に注意する。 
 
※管理者ユーザと入力ユーザが異なる場合は、管理者ユーザで［Public］（公開用）INDEXを作成し、入力
ユーザで［Private］（データ入力用）INDEXを作成する。 
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3.3 データの登録（１件づつの場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
XooNIpsへログイン、メインメニューから XooNIpsをクリックするとメニューが展開する。 
 
［新規アイテム登録］をクリック  ※ここからもインデックス編集は可能 
 
アイテムタイプを選択して ［次へ］ をクリックする。 
 
 
インデックスにチェックを入れ、データを入力する。入力が完了したら画面一番下の［次へ］をクリックする。 
繰り返し項目は更新ボタンをクリックするのを忘れずに。 
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確認画面が表示されるので、問題なければ ［登録］ ボタンをクリックすると登録完了 
 
 
必須項目はタイトルのみ。その他必要項目を入力。詳細な項目・入力方法・PDF作成は以下参照 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?plugin=attach&refer=Documents&openfile=XooNIps-ma.pdf 
 
※データ入力後、忘れずに INDEXツリーの所定の場所にチェックを入れる。 
 
※一気に公開する場合は、［Public］（公開用）［Private］（データ入力用）両方にチェックを入れる 
 
もちろん Private に一度登録し、公開しない状態でデータを登録し、内容のチェックの後に公開するという段
階を踏むことも可能。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
インデックスツリーには （1） とデータ件数が表示される。 
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3.4 一度登録したデータを修正・編集したい場合 
 
登録したデータを編集できる権限でログインした状態で、INDEXツリーからデータを参照すると
アイテム一覧が表示される 
 
 
 
 
 
一覧をクリックして詳細画面に移ると編集・削除ボタンがあるので、データを編集・削除する 
 
［編集］ボタンをクリックすると編集が可能。 
［削除］ボタンをクリックするとデータが削除される。 
 
※公開用 Indexからデータを取下げるには、編集時に Indexツリーからのリンクを外せばよい。 
※また、一括で公開を取下げる機能、一括でデータを削除する機能もある。 
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3.5 PDF本文データ作成・メタデータ項目など 
 
以下マニュアルの入力編を参考に。 
 
＜XooNIps リポジトリシステム 運用マニュアル 入力編＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?plugin=attach&refer=Documents&openfile=XooNIp
s-ma.pdf 
 
 
＜XooNIps研究会ドキュメントページ＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?Documents 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
